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※上記の合計予算額は、間接経費 8,387 千円を含む 

 

［要旨］ 絶滅危惧鳥類と同じ生息域にいてこれら鳥類の感染源となりうる普通種の鳥獣類を対象と

してウエストナイルウイルス WNV とほか、平成 20 年度初旬、オオハクチョウから検出され話題とな

ったインフルエンザウイルスなどのウイルス・寄生虫の感染状況の一端を明らかにした。VecTest 応用

の可能性については、酪農学園大学野生動物医学センターWAMC に傷病個体や死体などで送付され、

冷凍保存された 870 個体から口腔内スワブを採取し、このスワブをキット用サンプルで検討し、全て

陰性結果を得た。 

 日本脳炎ウイルスの活動が低いことが知られている北海道で捕獲した野生カモ血清中に JEV 中和抗

体検査を実施したところ、フラビウイルスに暴露された経験がある事が判明した。 

 北海道産野生カモ類でフラビウイルスに暴露された経験がある事が判明したが、その感染経路など

の背景は不明であったため、野鳥とほぼ同所的に生息する石狩地方のアライグマ血清 30 サンプルにつ

いて、上記同様の方法で抗フラビウイルス中和抗体価測定を行った結果、1 個体でのみ陽性反応を得

た。 

 以上のようなウイルス学的な側面に加え、寄生蠕虫類の多様な検討も実施した。寄生虫症の感染

プロセス解明の疫学モデルとして寄生線虫類をモデルに、北海道内で死体として得られた野鳥 417 個

体、中でもカモ目鳥類から得られた寄生蠕虫類について K 関数法を用い空間疫学的な分析を実施した。

特に本解析では緯度・経度を空間情報として S+SpatialStats の関数を用いた。その結果、種によって形

成するクラスタが異なり、広域分散型、凝集型、ランダム分布型等寄生虫種によって異なる傾向が認

められた。さらに、寄生蠕虫学的新知見も追加できた。ライチョウ Lagopus mutus およびヤンバルク

イナ Gallirallus okinawae は共に希少鳥類であり、環境省 RDB では絶滅危惧種とされ、加えて天然記念

物にも指定されている。この両種から初報告となる Heterakis 属線虫について記載した。 

 

［キーワード］ウエストナイル熱ウイルス、インフルエンザウイルス、寄生蠕虫、普通種、北海道 
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１．はじめに 

 絶滅危惧鳥類（シマフクロウ、オジロワシ、タンチョウおよびヤンバルクイナ）および同じ生息域

にいてこれら鳥類の感染源となりうる普通種の鳥獣類を対象としてウエストナイルウイルス WNV と

血液原虫およびこれらと混合感染して致死的因子と成りうる他寄生体（特に蠕虫類）の感染状況を明

らかにして、希少種における感染リスク評価を行うための基盤情報とした。また、冷凍保存サンプル

を調査対象として過去の感染状況を調査することによって経時的な感染状況把握を試みた。本文で文

献明示をしたがその詳細は「８．研究成果」の刊行業績を参照されたい。本文における「引用文献」

には、研究成果で掲載したものは、重複になるので掲載していないが、刊行前の本事業に密接に関連

する学位論文を掲載した。 

 

２．研究目的 

（１）ＷＮＶ簡易検査および確定診断  

鳥類を対象にウエストナイルウイルスの簡易診断キット VecTest（米国 Medical Analysis Systems, Inc.

社：同ウイルスのモノクロ抗体応用）（以下、キット）応用の可能性とこの感染症に関連した調査を行

っている。 

 

（２）カモ血清 JEV 中和抗体調査 

蚊媒介性のフラビウイルスである日本脳炎ウイルス(JEV)、西ナイルウイルス(WNV)は、新興・再興

感染症として認識されている。1990 年代以前、東北タイからカンボジアに分布していた JEV 遺伝子

型１が、近年その分布域を拡大し、ベトナム、中国、韓国、日本およびオーストラリアで確認された。

JEV に近縁な WNV は、1999 年北米に新興、定着、また、2002 年シベリアで確認され、日本への移入

が危惧されている。WNV 及びアジアにおける JEV 遺伝子型１の分布域拡大経路及び機序は解明され

ていないが、渡り鳥の関与が示唆されている。今回、我々は JEV の活動が低いことが知られている北

海道で捕獲した野生カモ血清中に JEV 中和抗体を確認したので報告する。なお、この報告は Saito et al.

（in press)のように専門誌に受理をされた。 

 

（３）哺乳類血清 JEV 中和抗体調査（予備調査） 

（２）のように、北海道産野生カモ類でフラビウイルスに暴露された経験がある事が判明したが、

その感染経路などの背景は不明である。そこで、北海道で外来種として問題となっていて、カモ類を

含めた野鳥とほぼ同所的に生息するアライグマについて検討した。 

 

（４）カラスおよびサギ類についてのWNV分離および分子疫学 

北海道内の野生鳥類における WNV 感染の監視システムを確立することを目的として、特に WNV

に感受性の高いカラス類とサギ類における検査を行った。 

 

（５）他のウイルス学的調査 

他のウイルスについても混合感染で症状を増悪化させる可能性があるので、その感染状況の調査も

実施した。 
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（６）地理情報システムを用いた感染リスク分析 

 これまでのサンプル、特に北海道のものについて寄生蠕虫類の体系的な調査を行い、地理情報シス

テムを用いた検討を実施し、リスク分析の一助とした。 

 

（７）寄生蠕虫学検討 

 ライチョウ Lagopus mutus およびヤンバルクイナ Gallirallus okinawae は共に希少鳥類であるが、今

回、寄生蠕虫学検討を実施し、これらの健康管理の一基盤情報とした。また、これまで報告の少ない

サギ科とクイナ科についても消化管内蠕虫類を調査した。 

 

３．研究方法 

（１）ＷＮＶ簡易検査および確定診断 

環境省ウトナイ湖野生鳥獣保護センター、北海道庁ほか市町村など自治体、動物園や酪農学園大学

野生動物医学センターWAMC に傷病個体や死体などで送付され、冷凍保存された個体から口腔内スワ

ブを採取し、このスワブをキット用サンプルとされた。一部は脳、心臓、腎臓から抽出した RNA を

リアルタイム PCR 法および 10%脳乳剤 Vero 細胞接種法によるウイルス分離法による確定診断を実施

した。WAMC で直接検査されたこれまでの実績、すなわち希少種および普通種について 20 の目(order)

の 123 種 658 個体についてはカタログ刊行された（吉野ら, 2008)。また、2008 年度に実施した 212 個

体ついては表１に示した。また、ウトナイ湖野生鳥獣保護センターで入院したものについては以下の

個体について検査された。 

 

2007-18（ウトナイ湖野生鳥獣保護センター・カルテ番号） 

０７０６１３（検査日） 苫小牧市植苗 オオハクチョウ 

2007-27（ウトナイ湖野生鳥獣保護センター・カルテ番号） 

０７０６１３（検査日） 厚沢部町 オオタカ 

2007-32（ウトナイ湖野生鳥獣保護センター・カルテ番号） 

０７０６２７（検査日） 小樽市桂岡 オオタカ 

2007-37（ウトナイ湖野生鳥獣保護センター・カルテ番号） 

０７０７１８（検査日） 函館市御崎町 ハヤブサ 

2007-47（ウトナイ湖野生鳥獣保護センター・カルテ番号） 

０７０８２２（検査日） 上川郡比布町 オオタカ 

 

（２）カモ血清 JEV 中和抗体調査 

2005 年秋（10 月から 11 月）、2006 年秋（10 月から 11 月）（前年度事業にて捕獲された個体）に、

北海道十勝支庁内において捕獲したカモ 92 個体（マガモ 50、カルガ モ 20、オナガガモ 16、ヒドリ

ガモ 6）から血清を採取し、血清中の JEV に対する中和抗体価を 50%フォーカス減少法により測定し

た。中和試験には JEV 株 Nakayama、及び Beijing-1 を用いた。 
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表１ カタログ３報（吉野ら､2008）刊行後に WAMC 搬入の 212 個体一覧 

 

 

 

 

カルテ番号   和名         学名      採取年月日   産地 
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表１ カタログ３報（吉野ら､2008）刊行後に WAMC 搬入の 212 個体一覧（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

カルテ番号   和名         学名      採取年月日   産地 
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表１ カタログ３報（吉野ら､2008）刊行後に WAMC 搬入の 212 個体一覧（続き） 

 

 

 

 

（３）哺乳類血清 JEV 中和抗体調査（予備調査） 

石狩地方のアライグマ血清 30 サンプルについて、上記同様の方法で抗フラビウイルス中和抗体価測

定を行った。 

 

カルテ番号  和名         学名        採取年月日   産地 
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（４）カラスおよびサギ類についての WNV 分離および分子疫学 

北海道内で斃死したカラス 11 羽、アオサギ 4 羽、スズメ 4 羽について試験を行った（表 2）。斃死

したカラスの筋肉、脳、脾臓あるいは肝臓を摘出し、リン酸緩衝液の 10％組織乳剤を作製した。これ

らのサンプルを用いて、VecTest による WNV 抗原の検出と培養細胞に接種することによりウイルスの

分離を試みた。また、各臓器より RNA を抽出し、WNV に特異的なプライマーを用いた RT-PCR 法に

よりウイルス核酸の検出を行った。全ての検査において、WNV は陰性であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）他のウイルス学的調査 

以上で述べた鳥類のすべてについて、インフルエンザウイルス簡易試験キット（「生研」クイックＳ

インフル A・B）を用い検査をした。また、一部個体についてはニューカッスル病ウイルス（PCR 法

による）についても実施した。さらに、中枢神経系に作用するボルナウイルスなどについても予備的

な検討を行った（Hagiwara et al, in press）。 

 

（６）地理情報システムを用いた感染リスク分析 

 北海道産鳥類死亡個体約 417 個体、寄生虫が検出されたカモ目サンプルは 31 個体について統計解析

言語である S-Plus (Ver.6.1) および空間解析モジュールである S+SpatialStats を用い空間配置パターン

分析のＫ関数法により解析を行なった。この解析方法はある特定の点を中心とした半径 d の円を想定

し、その中にサンプルポイントをカウントし、その平均値と全地域での検出個体密度の比率であるＫ

関数を計算するものであった。今回は緯度・経度を空間情報として、S+SpatialStats の関数 spp および

Khat を用いて計算を行った(吉野ら, 2008)。 

 

表1.検査に供したSample　
No. Sample No. Bird spp. Tissues 採集日 採集場所

HuC-1 ハシボソガラスMussle 60921 北大構内
HuC-2 ハシボソガラスMussle 60921 北大構内
As4951 ハシボソガラスBrain 41004 江別
As4849 ハシボソガラスSpleen 40825 江別

As4956 ハシブトガラスBrain 41006 標津
As5845 ハシブトガラスSpleen 50926 根室
As5846 ハシブトガラスSpleen 50926 根室
As5754 ハシブトガラスSpleen 50722 留萌
As5755 ハシブトガラスSpleen 50722 留萌
As5845 ハシブトガラスLiver 50926 根室
As5846 ハシブトガラスLiver 50926 根室

As5964 アオサギ Liver
As5990 アオサギ Liver
As7874 アオサギ Spleen 71807
As7875 アオサギ Spleen 71807

As6172 スズメ Brain
As6177 スズメ Brain
As6178 スズメ Brain
As6179 スズメ Brain

表２ WNV 分離検査に供したサンプル一覧 
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（７）寄生蠕虫学検討 

 ニホンライチョウ(Lagopus mutus japonicus)は特別天然記念物（国指定）の希少鳥類であり，血液原

虫や薬剤耐性菌などの感染症対策を含めた保護増殖事業が行われているが，健康管理上重要な寄生線

虫の保有状況は未知であった。しかし、2002 年 2 月、立山連峰で捕獲され、その翌年まで東京都恩賜

上野動物園で飼育されていた 2 羽中１羽から Heterakis 属（盲腸虫科）の雄雌各 1 個体が得られた。ヤ

ンバルクイナ(Gallirallus okinawae)も、近年、急激に個体数を減じている種（国指定の天然記念物）で

あるため、国および NGO 双方で保全の試みが行われているが、2004 年 5 月 15 日から同年 6 月 2 

6 日にかけ、沖縄島北部各地にて 6 羽が保護収容され、治療の甲斐なく死亡した。死体は環境省で行

うタイムカプセル化事業のため剖検され、6 羽中 3 羽から Heterakis 属の雌雄計 9 個体が得られた。こ

れらについて形態分類学的な解析を実施した(Yoshino et al., 2008)。 

 また、他の水泥類（アオサギ 10 検体、ゴイサギ 2 検体、アマサギ 1 検体、オオヨシゴイ 1 検体、ク

イナ 2 検体、シロハラクイナ 1 検体、およびオオバン 1 検体の７種 18 検体）についても同様に検討し

た(Yoshino et al., in press a, b)。 

 

（８）タンチョウをモデルとしたウエストナイルウイルスによる野生鳥類絶滅可能性評価  

 ウエストナイルウイルスが日本国内に分布を拡大した場合に、絶滅危惧野生鳥類の個体数がどの

ように変化するのかシミュレーションを実施した。今回は絶滅危惧野生鳥類のなかで個体群動態に

関する情報（繁殖開始年齢、齢別死亡率、産卵数等）が蓄積されているタンチョウをモデルに選定

した。また、シミュレーションには VORTEX を使用した。 

１） WNV の影響がない場合の個体数変化予測 

はじめに WNV の流行が起きない場合のシミュレーションを実施した。シミュレーションを実

施するにあたり、①現在の生息面積が維持される、②冬季の給餌を継続する、以上 2 点を前提と

した。この前提条件をもとにシミュレーションを行い、実際のタンチョウの個体数変化（図 1）

に類似する個体数変化を示すようパラメーターを設定した。 
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２） WNV が北海道で流行した場合の個体数変化予測 

次に WNV が北海道で流行し、タンチョウがアメリカガラスと同等の死亡率を示す場合の個体

数変化をシミュレーションした。これまでに北米のアメリカガラス個体群は 7 年間で半減したこ

とが報告されている。これはアメリカガラスの通常の齢別死亡率が全年齢で約 10%上昇したこと

を示している。そのため、１）で設定された死亡率に 10％を加えシミュレーションを行い、タン

チョウが絶滅する可能性があるか検討した。このとき WNV の流行は 2009 年に発生することとし

た。 

 

４．結果・考察 

（１）ＷＮＶ簡易検査および確定診断 

すべてが陰性結果を呈した。 

 

（２）カモ血清JEV中和抗体調査 

85.9％（79/92）のカモ血清が Nakayama 株に対し、また 97.8％（90/92）が Beijing-1  株に対する抗

体を有していた。各々抗体価幾何平均値は 1.36 と 1.45 であった。各カモでの Nakayama と Beijing-1

抗体保有率はマガモ 88%, 98%,カルガモ 100%,  95% オナガガモ 81.3%, 100%ヒドリガモ 33.3%, 100%

であった。 

フラビウイルス間では交差中和反応があるため、これらカモが JEV に感染したとは確定出来ないが、

フラビウイルスに暴露された経験がある事が判明した。北海道では一般に、マガモ及びカルガモは夏

鳥、留鳥、漂鳥のいずれか、オナガガモ、ヒドリガモは冬鳥とされている。今回調査したカモが何れ

の地において感染したかの特定は、困難である。特に冬鳥においては極東ロシアにおいて WNV に感

染した可能性もあるため、更なる検討の必要性を示した（Saito et al, in press）。 

 最終年度では、野生個体に加え、半野生下で飼育される家禽アヒルと野生マガモの交雑品種「アイ

ガモ」についても予備的に調査した。調査対象は北海道 N 町産 K 農場アイガモ１０個体で野生カモよ

り高い抗体価を示すものもあったが、非特異的な反応である可能性もあり、この検討では血清を 270

倍まで希釈したので、測定出来なかったものを 270 以上とした（表 3）。 

 

表 3 カモ血清の抗フラビウイルス抗体価測定結果 

             JEV                                 WNV 

AS8770                      <10                  85 

AS8771                       63                 ＞270 

AS8772                       25                                   >270 

AS8773                       27                                   >270 

AS8774                       26                                   87 

AS8775                       34                                 ＞270 

AS8776                       54                                   200 

AS8777                       11                                    33 

AS8778                       46                                   210 

AS8779                       26                                 ＞270 
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（３）哺乳類血清 JEV 中和抗体調査（予備調査） 

 1 個体でのみ陽性反応を得た。現在、サンプル数を増やし検討を加えたい。 

（４）カラスおよびサギ類についてのWNV分離および分子疫学 

全ての検査において、WNV は陰性であった。 

 

（５）他のウイルス学的調査 

全ての検査において、WNV は陰性であった。 

 

（６）地理情報システムを用いた感染リスク分析 

 417 個体の空間分布を地図化、距離は緯度経度の 1 度を、Y 軸に K 関数値を示し、ランダム分布の

理論値を実線で示した。空間分布様式は実線よりも上部の領域であることから、大きなクラスタを形

成していると考える。サンプリングが北海道という大きな島であるため境界効果が無視できないが、

北海道は半径が緯度・経度が２度程度の大きな円に入るのでこのような地形的条件を示していると考

える。ただし線虫が検出された個体についても同様にＫ関数を求めたところ、全サンプルよりも小さ

な空間スケールでクラスタを形成することが示された。北海道という大きな島という地理的制約がＫ

関数解析に及ぼす影響を調べるために、北海道の市町村ごとに区域の重心を求めた。そして市町村の

中心に関して同様にＫ関数法を適用した。この場合、各市町村で１個体ずつサンプルが得られた状況

を示すと考えて良い。その結果、半径が緯度経度２度程度である大きなクラスタが見いだされたが大

きく異なっているため病原体の空間分布を把握する上で大きな支障にはならないと考えられた。以上

の結果を踏まえて寄生虫ごとの空間分布特性の違いについて検討を行った。ただし前述のとおり、緯

度経度情報の不明確なサンプルは解析対象から外した。 

  線虫 Amidostomum acutum (Lundahl, 1848) を寄生虫Ａ（n=20）、Tetrameres fissispina (Diesing, 1861) を

寄生虫Ｂ（n=10）、条虫 Raillietina sp.を寄生虫Ｃ（n=9）、吸虫 Echinostoma sp.を寄生虫Ｄとして（n=9）、

それぞれが採集された位置をＫ関数による解析した。寄生虫Ａは 100km 前後（北海道周辺での緯度及

び経度１度の距離）のクラスタを形成するとともにその範囲が北海道全域にわたり、「北海道」という

島の地理的クラスタを持つことを示し、寄生虫Ｂはより小さな半径 20km前後のクラスタを形成した。

一方、寄生虫Ｃは少なくとも 100km の空間スケールではクラスタを形成せずにランダムに近い分布を

示し、寄生虫Ｄは寄生虫Ａと同様な 100km 前後のクラスタを形成しているように見えるが、北海道全

域では局所的な分布を示しているか、あるいはサンプルサイズ（n=9）が小さいため発見されていない

可能性が示唆された。 

 以上のようにＫ関数法を用いることにより、ある特定の病原体が検出された個体の出現様式につい

て空間スケール別に捉えることが可能であることが示唆され、またその基盤となる宿主鳥類の分布（保

護収容個体として実在化する）パターンの違いも把握することが可能となった。この空間把握法はあ

る特定の病原体保有個体の発見様式を把握する上で有用であり、ウイルスや細菌などほかの病原体保

有個体の発生状況把握にも有用である。したがって保護収容位置あるいは死体採取位置を緯度経度で

記録、蓄積し解析することの意義は極めて高いと考えられる。一方保護収容された野生鳥類の数はそ

の地域の人口などの影響を受けるため、保護収容された個体数の絶対値から感染症、寄生虫症の流行

を判断することは危険であり、野生鳥類の感染症、寄生虫症を正しく評価するためには長期間の事前

情報の蓄積及び空間疫学的な事前解析が必要である。 
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（７）寄生蠕虫学検討 

  寄生蠕虫学検討は多岐にわたる成果を得たが、特にここでは病原性に関わるものを紹介する。ニホ

ンライチョウから得られた線虫は交接刺が左右不等長で 1.647mm と 0.475mm、尾部乳頭などの配列か

らニワトリなどの家禽寄生種 H. gallinarum と同定された。一方、ヤンバルクイナからの線虫は交接刺

左右等長、その長さ 1.3 から 2.3 mm で、H. isolonche と同定された。 

 H. gallinarum は盲腸固有層および肝臓などに寄生する原虫 Histomonas mereagridis の媒介者で、家

禽および飼育鳥ではその原虫感染による致死症例が知られている。今回、同種線虫がニホンライチョ

ウから、また種は異なるが同属線虫がヤンバルクイナから初めて検出され、両種希少鳥類の保護増殖

実施上、警戒すべき事例となった。 

 北海道産シギ類およびサギ類からは Cyathostoma 属および鉤頭虫類が得られた。これらは魚食性の

絶滅危惧鳥類種に重篤な腸炎を引きおこし、加えて、これらの高病原性寄生虫は比較的に寿命が長い

ため、渡り鳥にも感染することによって長距離を移動することが可能であり、未汚染地域に持ち込ま

れた場合は、その地域の希少鳥類個体群に少なからず影響を与えることが予想された。 

 

（８）タンチョウをモデルとしたウエストナイルウイルスによる野生鳥類絶滅可能性評価  

１） WNV の影響がない場合の個体数変化予測 

 実際の個体数変化に適合するパラメータ設定を表 3 に示した。最も重要となる 齢別死亡率の

設定は以下のとおりである。 

0～1歳まで：70%  

1歳～2歳まで：15％ 

2歳～3歳まで：15％ 

3歳以上～20歳まで：5％ 

表 4 に示した設定による個体数変化の予測結果を図 2 に示した。 

 

表 4 WNV の影響がない場合の個体数変化予測用パラメーター設定 

  1 population(s) simulated for 100 years, 1000 iterations 

  Each simulation year is 365 days duration. 

  Extinction is defined as no animals of one or both sexes.  

  No inbreeding depression 

  EV in mortality will be concordant among age-sex classes 

     but independent from EV in reproduction. 

  First age of reproduction for females: 3   for males: 3 

  Maximum breeding age (senescence): 20 

  Sex ratio at birth (percent males): 50 

  Monogamous mating; 

    % of adult males in the breeding pool = 70 

  % adult females breeding = 70 

   EV in % adult females breeding: SD = 10 

  Distribution of number of separately sired broods produced by a female in a year ...  
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      0.00 percent of females produce 0 broods (litters, clutches) in an average year 

      0.00 percent of females produce 1 broods (litters, clutches) in an average year  

    100.00 percent of females produce 2 broods (litters, clutches) in an average year  

   Of those females producing progeny, ... 

     0.00 percent of females produce 1 progeny in an average year 

   100.00 percent of females produce 2 progeny in an average year 

   % mortality of females between ages 0 and 1 = 70    EV in % mortality: SD = 10  

   % mortality of females between ages 1 and 2 = 15    EV in % mortality: SD = 5  

   % mortality of females between ages 2 and 3 = 15    EV in % mortality: SD = 5  

   % mortality of adult females (3<=age<=20) = 5    EV in % mortality: SD = 2  

   % mortality of males between ages 0 and 1 = 70    EV in % mortality: SD = 10  

   % mortality of males between ages 1 and 2 = 15    EV in % mortality: SD = 5 

   % mortality of males between ages 2 and 3 = 15    EV in % mortality: SD = 5  

   % mortality of adult males (3<=age<=20) = 5    EV in % mortality: SD = 2  

    EVs may be adjusted to closest values possible for binomial distribution. 

  Initial size of Population 1:       33 

    (set to reflect stable age distribution) 

  Carrying capacity = 1000 

    EV in Carrying capacity = 0 
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図 2 WNV の流行がなくタンチョウの大量死が発生しない場合の個体数予測結果 

 

２） WNV が流行した場合の個体数変化予測 

2009 年に WNV が北海道で流行し、タンチョウの各齢別死亡率が 10％上昇した場合シミュレーシ
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ョン結果を図 3 に示した。 

 

図３ WNV によるタンチョウの大量死が発生した場合の個体数予測の一例 

（各齢別死亡率が 10％上昇した場合） 

 

シミュレーションの結果、絶滅確率は 100％となった。絶滅までの期間は、最短で 24 年後、最長で

72 年後、平均 42 年後である。 

 今回の結果は、あくまでもタンチョウがアメリカガラスと同等の死亡率を示す場合のシミュレー

ションである。しかしながら、WNV の国内侵入によってタンチョウが絶滅する可能性があることが

示された点が重要である。野生のタンチョウへの対策を実施することは不可能であるため、国内に分

布するタンチョウの絶滅を回避するためには、飼育個体群への対策を重点的に行う必要がある。例え

ば、WNV の国内侵入が確認された時点で、飼育個体群にワクチン接種をする、飼育施設周辺の蚊の

防除をするといった対策が考えられる。これらの対策で、少なくとも飼育個体群を維持することを

WNV 対策にすべきである。 

 

５．本研究により得られた成果 

（１）科学的意義 

今年の成果をまとめると、以下に要約され、それぞれに重要な科学的意義を有していた。 

１）絶滅危惧鳥類と同じ生息域にいてこれら鳥類の感染源となりうる普通種の鳥獣類を対象としてウ

エストナイルウイルス WNV とほかウイルス・寄生虫の感染状況の一端を明らかにした。 

２）VecTest 応用の可能性については、酪農学園大学野生動物医学センターWAMC に傷病個体や死体
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などで送付され、冷凍保存された個体から口腔内スワブを採取し、このスワブをキット用サンプルと

された 870 個体について陰性結果を呈した。 

３）ウトナイ湖野生鳥獣保護センターで入院した 5 個体についても陰性結果を呈した。 

４）日本脳炎ウイルスの活動が低いことが知られている北海道で捕獲した野生カモ血清中に JEV 中和

抗体検査を実施したところ、フラビウイルスに暴露された経験がある事が判明した。冬鳥においては

極東ロシアにおいて WNV に感染した可能性もあるため、更なる検討の必要性を示した。さらに飼育

種でも陽性反応が見られたケースもあり、今後の検討課題とされた。 

５）北海道産野生カモ類でフラビウイルスに暴露された経験がある事が判明したが、その感染経路な

どの背景は不明であったため、野鳥とほぼ同所的に生息する石狩地方のアライグマ血清 30 サンプルに

ついて、上記同様の方法で抗フラビウイルス中和抗体価測定を行った。その結果、1 個体でのみ陽性

反応を得た。 

６）WNV 感染の監視システムを確立することを目的として、WNV に感受性の高いカラス類における

疫学調査を開始し、北海道内で斃死したカラス 11 羽、アオサギ 4 羽、スズメ 4 羽について試験を行っ

た。筋肉、脳、脾臓あるいは肝臓を摘出し、リン酸緩衝液の 10％組織乳剤を作製した。これらのサン

プルを用いて、VecTest による WNV 抗原の検出と培養細胞に接種することによりウイルスの分離を試

みた。また、各臓器より RNA を抽出し、WNV に特異的なプライマーを用いた RT-PCR 法によりウイ

ルス核酸の検出を行った。全ての検査において、WNV は陰性であった。 

７）混合感染で症状を増悪化させる可能性があるほかの病原体、インフルエンザウイルス簡易試験キ

ットを用い検査をした（陰性）。 

 

（２）地球環境政策への貢献 

鳥類に致死的影響を与える WNV の国内侵入をモニタリングする上で、減序湯における病原体の保

有状況と過去の感染経歴を明らかにすることが不可欠であることは自明である。特に、日本への侵入

門戸である北海道の水鳥類で大陸での感染経歴のある可能性が証明されたことは、希少種への保全上、

大変意義深い。 
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７．国際共同研究等の状況 

 2007 年 9 月、ウエストナイル熱ウイルスのスクリーニング体制とその途中経過を Perth Zoo で開催

された Wildlife Disease Association の Austrasia セクション、2007 年大会で報告した際、緊急連絡の相

互交換体制を構築された。また、「８．研究成果の発表状況」の口頭発表で示したように、多数の国際

学会でも同様な方向を継続し、さらなる広範囲の構築を完成した。 

2008 年 8 月、これまでの研究実績を背景に、浅川が所属する酪農学園大学とロシア共和国ボロンス

キ動物保護区とで共同研究覚書「野生鳥類での寄生虫感染に関する共同研究覚書」を取り交わし、本

格的な共同研究を行うこととなった。本研究では２国間の研究者が持つ研究手法と知見を有機的に融

合することによって、２国間を渡りの経路とする鳥類から希少鳥類個体への高病原性寄生虫の感染経

路と当該寄生虫の生活環を最新の手法を駆使して解明し、２国間に共通する希少鳥類個体群に対する

寄生虫感染状況を非侵襲的に把握する手法を開発することで、これら希少鳥類種の保全と遺伝的多様

性維持を行うことを目的とするもので、大変有意義なものである。 

 

８．研究成果の発表状況 

[ここで記す研究業績は、平成 18 年度および 19 年度に環境省地球環境局研究調査室で刊行された「中

間成果報告集」で記したものは省き、平成 20 年度に受理・刊行あるいは講演要旨原稿送付済みの報告

に限定している] 
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host-parasite relationships between free-ranging/captive murid and heligmosomid nematodes"（ｱﾌﾞｽﾄﾗｸﾄ

提出済み） 

５３） 大塚永利子, 竹内好恵, 真田直子, 吉野智生, 遠藤大二, 真田良典, 大沼 学, 村田浩一, 長雄

一, 桑名貴, 浅川満彦:第 20 回獣医臨床寄生虫学研究会記念大会(2009)."愛玩鳥類における消化管

寄生原虫類の保有状況とその検査法および駆虫効果に関する検討"（ｱﾌﾞｽﾄﾗｸﾄ提出済み） 

５４） Asakawa M:日中共同研究シンポ「哺乳類の多様性研究」(2009) "Infectious and parasitic agents 

reported from Asian mammals- Are the parasites enemies of its biodiversity?" （ｱﾌﾞｽﾄﾗｸﾄ提出済み） 

  

（３）出願特許 

なし 

 

（４）シンポジウム、セミナーの開催（主催のもの） 

 本研究は保全生態学と（獣）医疫学との新興学際領域「保全医学」の範疇に入る。しかし、その内

容は獣医学関係者ですら認識されていない。そこで、本事業を円滑に遂行する目的で教育的な試みを

行った。その一つが、日本野生動物医学会主催「サマーショートコース（SSC）」のうち、浅川が企

画した「フィールド・コース」【於：酪農学園大学野生動物医学センター（WAMC）】(2006 年から 2

008 年、いずれも 9 月、3 泊 4 日）で、全国の獣医学部の学生を対象にしたものを実施した。また、学

部・大学院レベルの講義としては、2008 年および 2009 年の 4 月から 7 月（前期）に開講し、一般市

民にも参加可能とした酪農学園大学「鳥のすべてを学ぶ公開授業」、2008 年 10 月の名古屋大学大学院

集中講義「資源動物・野生動物の感染症」などを実施し、本事業の意義を喧伝した。  

 保全医学のような若い学問分野では、獣医学部に入学する前の高校生にも伝える必要があると感

じている。そこで、「身近な野生動物と寄生虫の生態と進化を探る」と題して、「文部科学省サイエ
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ンス・パートナーシップ・プロジェクト(SPP)理数科大学講義体験」（2008 年 10 月 16 日、北海道札幌

啓成高等学校）をはじめ、いくつかの、いわゆる「出前講義」で、本事業の重要性と面白さを伝えて

きた。 

 保全生態学分野の専門家には、生態学会第５５回および５６回大会などで病原体と人間社会、生態

系を結ぶ視点で自由集会を実施した（2007 年および 2008 年 3 月、愛媛大学および九州大学）。さら

に哺乳類生態学者には、2009 年 8 月にアルゼンチンで開催される国際哺乳類学会 10th International 

Mammalogical Congress (IMC 10)で、本事業で得られた哺乳類と鳥類の疫学について Symposia on 

"Mammal-Parasite Biodiversity in Central Asia"  を企画予定している（企画者：Luis Ruedas, David Tinnin 

and Mitsuhiko Asakawa）（アブストラクト送付済み）。 

 

（５）マスコミ等への公表・報道等 

なし 

 

（６）その他 

なし 

  


